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第 67 回沖縄県新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

議事メモ 

日 時：令和２年 12 月 23 日(水)10：30～11：30 

        場 所：県庁６階 第１・２特別会議室       

○ 会議の概要 

＜報告事項＞ 

 県内における新型コロナウイルス感染症の感染者数や広がりの状況、医療提供体制等につい

て、それぞれ所管する本部員から報告があった。 

＜議題＞ 

 現在の感染状況、病床利用率及び今後の見込みを確認し、年末年始の医療崩壊回避のための

緊急特別対策を実施すること、及びその内容を協議した。 

 緊急特別対策の一環として実施する飲食店等に対する営業時間短縮要請について、那覇市、

浦添市、沖縄市に対する要請期間の延長及び名護市、宜野湾市を新たに追加することを、決

定した。 

 

１ 参加者 

玉城 知事、謝花 副知事、富川 副知事、島袋 政策調整監、新城 秘書課長、池田 総務部長、 

宮城 企画振興統括監、長濱 環境部参事、 新木 県警警備二課長、大城 保健医療部長 

座安 生活企画統括監、長嶺 農林水産部長、上原 土木建築部長、嘉数 商工労働部長、 

真鳥 文化スポーツ統括監、伊川 会計管理者、金城 教育長、我那覇 病院事業局長、 

棚原 企業局長、真栄城 医療企画統括監、糸数 保健衛生統括監 

 

２ 報告事項 

（１）沖縄県内における新型コロナウイルス感染症患者の発生等について 

総括情報部から昨日の新規陽性者の発生状況について報告 

 総括情報部から新規陽性者及び療養者の状況について報告【資料 1】 

 昨日 21 名、県内の陽性者が累計で５千名を超えた。 

 病院事業局から県立病院に入院している患者の状況等について報告 

 感染が続いている県立北部病院に 16 名が入院しており、北部保健所と連携を密

にして対応している。 

 全国知事会から要請を受けて、12 月７日から 12 月 13 日までの間、札幌市の病

院へ応援派遣した看護師１名から業務報告を受けた。 
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（２）米軍基地内における新型コロナウイルス感染症患者の発生等について 

 配布資料のとおりであり、説明を省略した。 

（３）沖縄県内及び全国の感染状況について 

 総括情報部から警戒レベル判断指標の状況について報告【資料３、3-2、3-5、

3-7】 

 12 月 14 日に年末年始の医療崩壊回避のための緊急特別対策を実施し、前週と

比較すると改善傾向にあるが、１日 20 名程度の感染者数が続いており、下げ止

まっている状況にある。 

 非コロナ病床利用率は 9 割台にあり厳しい状況が続いている。 

 中等症以上の患者数は 62 名となっており、減少傾向にある。 

 総括情報部から一週間あたりの新規感染者数の全国比較（人口比率）について

報告【資料 3－3】 

 10 万人当たりの 1 週間の新規陽性者数は 11.67 人で 17 位、全国平均 14.82 人

となっており全国に感染が拡大している。 

 総括情報部から各市及び各保健所管内の１週間毎の感染者新規発生状況につい

て報告【資料 3－4】 

 各保健所単位では北部保健所が一番多く感染が拡大している。 

（４）宿泊施設の運用状況について 

 配布資料のとおりであり、説明を省略した。【資料４】 

（５）沖縄県人口変動状況について 

 配布資料のとおりであり、説明を省略した。【資料５】 

（６）クラスターの発生状況について 

 総括情報部から、最近確認されたクラスターの状況等について報告。 

（７）宮古・八重山地域の感染状況について 

 総括情報部から宮古・八重山地域の感染状況について報告【資料６】  
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 昨日、宮古で新規 4 名の感染が確認されており、今後の感染の広がりに警戒が

必要である。 

 

３ その他報告 

 文化観光スポーツ部から RICCA の活用について報告  

 12/22 時点で 36,594 人が RICCA 登録しており先週から 850 人の登録があった。

登録事業所数は 1,597 件で、先週から 130 件増加している。 

 普及取組について、県庁１階県民ホールに RICCA 登録案内パネルの設置や記者

懇談会にてイベント等での RICCA 活用促進を PR する。 

（質疑応答） 

 RICCA の県庁内の登録状況について確認があった。 

 知事公室から 12 月 21 日現在、54.3％の登録がある旨報告。 

 県職員の導入率 70％を今週中に達成するよう指示があった。 

 

４ 議題 

（１）年末年始の医療崩壊回避のための緊急特別対策の更新について【資 

料７】 

 総括情報部から県内の感染状況について説明 

✓ 直近の目標である「新規感染者数：10 名(週平均)程度」については、前週 

平均(12/9-12/15)：33 名から今週平均(12/16-12/22)：24 名に低下してい 

るが、未達成の状況である。 

✓ 「重症中等症：50 名以内」については、先週平均(12/12-12/18)：84 名か 

ら、今週平均(12/19-12/22)：62 名と減少しているが、未達成の状況である。 

✓ 非コロナの一般病床利用率については、12/18 の 94.0％をピークに 12/22 

には 92.0％となっているが、依然として注意を要する状態である。 
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 総括情報部から営業時間短縮要請の延長の必要性について説明 

✓ 現在、営業時間短縮要請を行っている３市(那覇市・浦添市・沖縄市)の飲 

食店を感染源とした陽性者は、減少傾向にあるものの、依然として直近１ 

ヶ月の県全体の６割を占めている（那覇市 37％、浦添市 13％、沖縄市 

10％）。 

✓ 非コロナ病床の一般病床利用率が引き続き高い中で年末年始の救急体制を 

迎えること等の懸念がある。 

✓ 県としては、より一層の新規感染者数の減少傾向を進める目的で、３市に 

対する飲食店等の営業時間短縮要請の期間延長を行い、非コロナを含む県 

全体の医療提供体制の維持を図る必要がある。 

 総括情報部から営業時間短縮要請の対象市町村の追加について説明 

✓ 感染拡大の抑制効果をより高めるため、感染状況から警戒が必要な市町村 

として、①市全体の陽性者数が急増し、繁華街の他店舗において陽性者の   

発生がある名護市、及び②人口 10 万人当たりの新規感染者数が 8.11 人と 

下げ止まっており、模合や会食において感染が確認されている宜野湾市の 

追加する必要がある。 

（質疑応答） 

 営業時間短縮要請の延長及び追加の予算と臨時交付金の活用について確認があ

った。 

 総務部から予算額について、議会を招集する暇（いとま）がないので専決処

分にて対応予定である旨説明 

 企画部から「酒類を提供する飲食店等」への時短要請が地方創生臨時交付金

の対象になる旨説明。 

 営業時間短縮要請に対する飲食業界等の反応について確認があった。 

 商工労働部から経済対策関係団体会議の主要団体からの意見として、「延長及



 
5 

 

び追加は極力避けて頂きたいが、病床がひっ迫している状況であればやむを

得ない。要請にあたっては、根拠となるデータを示して頂き、地域、業種、

期間を限定し、必要最小限となるようお願いしたい。」という意見が上がって

いた旨説明。 

 営業時間短縮を要請する市町村にうるま市や宮古島市等を追加する必要はない

か質問。 

 総括情報部から現在のデータから追加以後の感染状況を踏まえ、データに基

づき今後の必要性について検討する旨返答。 

 営業時間短縮要請の実効性の担保について県警等との連携について確認があっ

た。 

 総括情報部から参考資料１「営業時間短縮要請等に係る繁華街のおける見回

り活動等の実施について」に記載のあるとおり関係機関と連携し対応する旨

説明。 

 商工労働部から遵守状況を確認し実効性を高めるため、県、市及び関係団体

と連携し巡回活動を実施し、協力金の不正受給に繋がる案件については県警

と連携し対応する旨説明。 

 県警本部から見回りの件について、各県警あて依頼文書を送付しており、年

末年始の特別警戒に併せて、繁華街の見回り、店舗への立ち入りを実施して

いる旨説明。 

 資料７の枠内の記載に時短要請延長及び追加の根拠を示す必要がないか指摘が

あった。 

 総括情報部から修文する旨返答。 

 「年末年始の医療崩壊回避のための緊急特別対策の実施について」の更新案につ

いて、了承された。 
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４ その他報告 

 企画部から県内離島への往来について報告 

 現時点で渡名喜村、南大東村が来島の自粛を求めている。その他の離島につ

いては、今後の県の対処方針等を踏まえ変更を検討すると伺っている。 

 企画部から公共交通機関における感染対策の徹底について報告 

 公共交通機関を利用の際、感染対策へ非協力的な方がいる旨報告を受けてい

ることから、バス・タクシー・モノレール等の業界と連携し利用者へマスク

の着用など感染防止対策の徹底を呼びかける。 

また、県内 30社で組織する運転代行ビジネス協会が設立されたことに伴い、

当該協会へも感染防止対策への協力を呼びかける。 

 保健医療部から年末年始における医療機関に対する支援拡充について報告 

 年末年始において新型コロナ入院受け入れや空床確保に応じた医療機関に

対する協力金の拡充や、年末年始も継続し診療に応じた発熱外来の病院等に

対して協力金を交付することを検討している。 

 

５ 閉 会 

 年末年始の医療崩壊回避のための緊急特別対策の更新、離島への往来、公共交

通機関における感染対策及び医療機関に対する支援拡充について知事メッセー

ジとして発信することを確認して閉会とした。 

＜議題のまとめ＞ 

年末年始の医療崩壊回避のための緊急特別対策の実施に係る、営業時間短縮の要

請について、那覇市、浦添市、沖縄市に対する要請期間の延長及び名護市、宜野湾

市を新たに追加することを決定した。 


